
「ご当地めいすい選挙」（兵庫県南あわじ市）

事業の概要

・市内全小中学生の投票で、市の「ご当地めいすいくん」を決定。
・投票箱、投票用紙を使用して各学校が決めた投票日に実施。
中学校では投票所を開設し、希望校では出前講座も行う。
・小中学生は、「選挙公報」、「政見放送」を見て投票する。
・当選したキャラクターは、実際の選挙において啓発キャラク
ターとしてデビューする。

事業の特徴

・市選挙管理委員会と市教育委員会の共同事業。
・小中学生は、実際の選挙と同じ流れを体験できる。

「選挙公報等を見て投票」→ 「開票結果を知る 」→  「社会への影響を感じる」

・当選キャラクターが実際に活躍することから、「１票が社会を
動かす」という選挙の重要性を実感できる。
・事業費 ２２５千円

事業の効果、今後の展開など

・小中学生は、高等学校における主権者教育の準備を経験できた。
また、家庭で選挙を話題にする場を創出することができ、幅広い世代への啓発効果も生まれた。
・各学校にてノウハウが蓄積されたことにより、児童（生徒）会選挙の模擬選挙形式実施が促進。
・選挙時に当選キャラクターを積極的に活用することで、子どもに関心をもってもらい、さらに家庭
で選挙が話題になることで両親、祖父母世代への啓発効果も相乗的に見込める。

＜投票、開票の写真＞

企画内容の詳細は
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